
長寿命化計画策定業務委託

アイコンヤマト株式会社

（治山施設）（その１）（交付金）



自社紹介

会社名 ：アイコンヤマト株式会社
設立 ：昭和62年6月3日
所在地 ：鳥取県鳥取市国府町分上3丁目313

代表者名：信岡宜曉
資本金 ：1,000万円
社員数 ：34人
電話 ：0857-24-3755

メール ：main3755@icony.jp

• 土木・建設に関する測量・調査業務
• 補償コンサルタント業務
• 建設コンサルタント業務
• 地質調査業務
• 環境製品の管理・販売
• コンピューターソフト開発・販売
• 電子機器の販売・保守・管理

会社概要 業務内容
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１．業務概要

アイコンヤマト株式会社



• 鳥取県県土整備部の管理する治山施設を点検し、インフラの維持管理、更新等を着実に推進するための

長寿命化計画を策定するもの。

• 計画の前段で施設毎の健全度を評価し、「予防保全型維持管理」の考え方を導入したメンテナンスサイクル

実施計画を整理した。

業務目的

点 検 健全度評価 計画策定

鳥取県の治山施設

予防保全型維持管理



業務情報

履行期間：平成30年8月2日～令和元年5月31日

業務位置：鳥取県東部地域（鳥取市・岩美町・八頭町・若桜町・智頭町）

その１その２その３

対象施設 数 量

渓間工 105

148山腹工 28

落石防止工 15

アルカリ
骨材反応試験 1



２．課題と解決策

アイコンヤマト株式会社



鳥取県の治山施設について「長寿命化計画策定」は前例がないため、

１から積み上げる必要がある。

課題

課題１

「治山施設個別施設計画策定マニュアル」（平成30年3月林野庁）に

掲載のない事項の対応を整理する必要がある。

課題２

位置図、平面図等の存在資料の精度が良好でなく、施設位置の

特定が簡単ではないことが想定される。

課題３



鳥取県の治山施設について「長寿命化計画策定」を１から積み上げる必要がある。

課題１

・林野庁発行のガイドライン、マニュアル、事例集はある。

・受注者三者はいずれも砂防の長寿命化点検業務の実績は有している。

出典：https://sgs45.co.jp/company/ 出典：http://www.nishi-tc.co.jp/ 出典：https://www.icony.jp/



発 注 者 、 受 注 者 に よ る 合 同 現 地 調 査

課題１の解決策

• 異状箇所はマニュアルに沿い、判定の
難しいものは個別協議すること。

• 全景、近景、銘板、上流状況は必ず撮影
すること。

• 谷止工の堆砂状況はスタッフ、ポールを
立てて撮影すること。



「治山施設個別施設計画策定マニュアル」に掲載のない事項の対応を整理する必要がある。

課題２

点検調書の様式 概算工事費の算出 優先度の評価手法

所定の様式なし

出典：治山施設個別施設計画策定マニュアルP.38 出典：治山施設個別施設計画策定マニュアルP.75

対策工法の選定表のみで
工事費積算資料なし

評価事例が一部掲載
されている程度

出典：治山施設個別施設計画策定マニュアルP.90～



課題２の解決策

点検調書の様式 概算工事費の算出 優先度の評価手法

砂 防 の 長 寿 命 化 点 検 と の 共 通 点 を 参 考 に 協 議 ・ 整 理

出典：鳥取県砂防関係施設長寿命化計画
策定マニュアル（案）第Ⅱ編砂防設備編P.3-6

総合得点型



施設位置の特定が簡単ではないことが想定される。

課題３

ある
60％

ない
40％

施設平面図のありなし割合
（治山台帳88箇所）



課題３の解決

施 設 捜 索 の 参 考 情 報 を 追 加 収 集 し 、 歩 き 回 る

管轄事務所より図面等の追加収集

土砂法基礎調査の区域調書 捜索

発見！



３．業務の成果

アイコンヤマト株式会社



業務の成果

点 検 健全度評価 計画策定

• 治山台帳８８箇所をもとに
１４５施設を点検。

• ６箇所は現地確認できず。

• １４５施設うち、４８施設は
対策を要と判定。

• また、３６施設は昭和４０～
５０年代に整備され５０年を
経過する施設。

• 保全対象を拾いあげ、被災
履歴を整理することで対策
の優先順位を設定。

• 施設修繕に掛かる概算工事
費用を算出。

治山施設の長寿命化計画策定業務のノウハウを培ったことで
次年度には、手順・考え方を記した「補足説明資料」を作成



４．高評価の要因

アイコンヤマト株式会社



高評価の要因

発 注 者 ・ 受 注 者 が 協 働 し て 業 務 に 取 り 組 ん だ こ と

• 平成30年度は７月西日本豪雨や台風24号により各地で甚大な被害のあった年でした。

• これらの復旧を最優先としながらも、本業務の目的達成を目指して取り組みました。

• 弊社は幹事会社であったため、代表しての受賞であったと考えています。

• 鳥取県治山砂防課、鳥取県土整備事務所、八頭県土整備事務所、エスジーズ（旧サンイン技術）、

西谷技術の関係者の皆様の力添えがなければ受賞はあり得ませんでした。

• 本当に感謝してます。ありがとうございました。
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